







[ 1 ]本稿は1892年 (6月・ 7月)に TheNew Reviewに掲載された

























































人，タグラス ・エインズ リー に手紙をミ空いている。エインズリーが出版した
戯11に礼を述べ，ドラマは僕が進んで1;Jかいたい分野ではない.と言 ηてい

























































[ 1] Emerald Uthwartに関してます第一に言えることは何であろうか。
この作品は死を読者に (又， Pater自身にも)意識させようとしていると
いうことである。第 1段落を 「我々は墓碑銘を見て微笑む.新しい，容易に




所にある教会で，あなた方は， Emerald Uthwart，某日， r本教区チェイス ・
ロッジに』誕生， 18一一年，某日， r同所で死亡j享年26歳， という墓碑銘
を読むであろう。J(pp. 198-199)という文章で始め， この作品の主人公
Uthwartがここに戻って来て，不遇のうちに一一一応.名誉は回復された
とは言え 一 死んだと述べる。第4段落ては， Uthwart京の人々が代々眠っ
ている教会を語り，殆と墓碑銘がなかった.だが.一人，軍人の墓碑銘だけ
は Uthwartが熱心に読んだと述べ， How wretched! how fine! how 
inconceivably great and difficult! (p. 201) というフレーズを暫く 。第
6段終では， Uthwart は字校ヘ通うことになると述べ.末尾で再度.
"Emorald U t hwart was born on such a day “8 t Chas(' Lodge. i n th is 
parish， and died therc. U (p. 203) と誕碑銘を繰り返す。工藤好美氏は
「このように誌の銘をくりかヘし，また好?とんどくどいほと主人公の死につ
いてz日放してゐるのは， この知編の令体に執鈎な運命の1感じをあたへ.その

















は，再度， "That old warrior Uthwart's record in the church at home 
so fine， yet so wretched， so unspeakably great and difficult! seemed 





と述べ， ここでも墓に言及する。第12段落では， rホラチウスに倣っ た，
サッフォ一風のスタンザ、を持つ墓碑銘J(p. 214)という句を末尾に置く。
第17段落では，大英博物館にある墓石に言及する。(“Tryphon"は現在は，




























であろうか。筆者は， Paterのすべては Mariusthe Epz.cureanに含まれ
ている，又，Marius the Epicureanは， Paterの全作品--Horatio the 
Epicurean -ー と対応していると考えている。


















この後，幾つかのな:碑銘の内存が紹介され.本論に入灼 t l¥larius は

















































こういうわけでt ，Emerald Uthwartを Mariω theEpicureanの第4部
の後半部分と重ね合わせることができると言えよう。これにはもう一つ
理由を挙げることができる。それは，The Age 01 Athletic .Prizemen: 
1¥ Chapter in Greek Art (1894)が lvJariu.s the ，~picUTean 第4部と
応する，更にt Tryphon， Son of ，Eutychosを共通項として，-Emerald 
UthlJ.Jart .とも対応すると考えることができるからである。 (TheHeroic 
ge 0/ Greek Artが Mαriusthe Epicurean、第一部と .Th 
Ira.uen. lmagasが第二部と.The lvJa，rbles 01 Aegina， が第三部とそれぞ
れ対応すると考えられる。既に述べたのでここでは説明は繰り返さない。
TJl(~ Jlge 01 A thletic Pn:zenle1l. の臼頭部分で.rアエギナの大理石は.







?者においとも，非常・に人主な勘機だったW に‘bφ '0 ~~碑 \.lun
.llonUlllon ts)の研究において，我々はギリシ






























教を論じ，最後に，ルーブルの Jason，ベルリンの Adoranteを論じ， こ
こに，人間性の完全な姿を見ることができると結論するのである。




















も， Aeginaの彫刻論にも，Marizムsthe Epicureanにも，Plato and 
Platonismにも出て来る。意味は，“self-restraint，a skilful economy of 































さて， このことから何が引き出せるであろうか。(Mariω theEpicurean 









































い，そのような不多な人が何と多いことだろう。[• • . ]一層強い愛が私の
心に湧きますように。(pp.176・177)











[IV1 さて，前述のようにt Emeraldも Mariusも故郷に戻るのである。

































ている者にとっては，特に，英雄的努力 (heroiceffort) (p. 233)をあこ
がれている JamesStokesにとっては，耐え難いことであった。彼は包囲
されている町に入ることを提案した。それが可能であることをUthwart ら
に説明する。 Paterはこれを Delightfulheroism (p. 233)と言っている。
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スヘ行く途中に，イエス・キリストの兵士 (thesoldier of Jesus Christ) 
になったパウロである。(pp.91・92)
1892年に Emerald Uthwartを書いた時の Paterにとって，兵士はキリ
ストの兵士を意味していたのではないか。Paterは Mariusthe Epicurean 
第26章でt Eusebiusから passagesを訳出しつつ，殉教者たちには 「これ
らの勇敢な戦士たちJ(these worthy wrestlers) (p. 191)という言葉を，
又， Blandinaには「戦える殉教者たちの一人J(one of the contending 
Martyrs) (p. 192) という言葉を，又，証人たちには 「戦える証人」
(those contending Witnesses) (p. 194)という言葉を，又，キリストには
「力強き戦士J(the mighty wrestler， Christ Jesus) (p. 195)という言葉
を，又t Maturusと Sanctusには， i今賞品(theprize)を獲んとして戦っ
たが，遂に，放逐された[死体として]oJ(p. 194)という文章を置いてい
るのである。wrestler，Christの原語は a8Aητカνである。(Loeb版，















に欠陥なのであろうか。そうかもしれなL、。 しかしt Paterにとって. こ
れは必要だった，と筆者は考える。i私は.厳密に解剖学的な意味で器官の
発達の非常な美しさに打たれた斗 (p.245)という一文がそう考えさせるの
である。Mariusthe Epicurean第8章の末尾に， i r人生の目的としての入
山 Jという規律から. 実際上の結果として.我々は，内面.外面ての直観の








true gpicuroan aims at 8 comp.1cte t.hough harrnonious development 
of man's entirc organism.)也という文章がある 、こういう考えを. Pater 
は初めから持っているの δある。ColoTldgc論の口頭注〈で.r!両足る有機体
(An orgnnisln)が完全性のj立を増す時には誌に.その'セ(.7)Q占状況はー
会fRになるo_l(!)と述べているの Cある。Pntcrが外科r¥に. tho great b08uty 
of thc orgnnlc dcvolopJucntsとなわせる時t l' t.h，¥'art.かへHとし 'ζ. 官
会↑~Eに近付いていたと t Pntorは13っていると部者・は考える。
Coloridgc U命で， Potorは， r人18は極めて受容能力に宮λζいる。世
の，社会の脱力はすへてド断に人r:nに働きかけ'ζいるのごある。従って，










Emera.ld Uthwartについて 一郎 一
Emerald the Epicureanであると考える コ求心的傾向を強調した作品
Emerald the EpLcureanであると考える 。 と同時に ， lIoratio l，}ze 
Epicureanの第4部の一章を構成するものと考える。
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